
ザンビアとの交流・国際協力による
農村振興・地域おこし

2009-2014 　ザンビア国農村振興能力向上プロジェクト（RESCAP） での本邦研修の受入れ
2010-13　RESCAP内で、地元農家がザンビアへ短期専門家派遣

●2014  有志によるザンビア訪問

2021-24 

●2019  高校生ザンビア訪問ツアー

●2023  高校生ザンビア訪問ツアー
●2023  ザンビアフェスティバルの開催

●2018  ザンビア大統領来日時の総理晩餐会に、丸森町長が招待され参加

●2019  駐日ザンビア大使が台風19号のお見舞いのため丸森町を訪問　
　　      （お見舞い金を贈呈）

草の根技術協力事業フェーズ1 「丸森町の在来技術を活用した小規模農家の
食糧の安定利用強化プロジェクト：ザンビア国ルサカ州 売る農業・食べる農
業 明るい農村プロジェクト」

草の根技術協力事業フェーズ2 「小規模農
家における市場志向型営農普及プロジェ
クトー丸森町での営農事例紹介を通じて」

●2019  丸森町がザンビアのホストタウンとして決定

2016-18

丸森町とザンビアの交流は、JICAの技術協力プロジェクト（RESCAP）の一環として、ザンビアの農業普及員が、丸森の地域
資源を活かした農業を学びに来たことから始まりました。RESCAP終了後は、丸森町の地域自治組織である耕野振興会が
中心となり、草の根技術協力事業として、ザンビアの農村振興、営農普及に向けた取り組みに繋がりました。JICAの事業と
しての丸森町での研修員受入れや、現地での技術研修だけでなく、地域の小学校との交流や、高校生のザンビアツアーの
実施、ザンビアフェスティバルの開催など、地域の方々がザンビアとの交流を楽しんでいることが大きな特徴です。

●地域独自の取り組み

取り組み年表

丸森とザンビアの国際協力の始まり
RESCAPの本邦研修の受入れをきっかけとして開始され
た丸森とザンビアの国際協力。2009年から2014年にか
けて、本邦研修の受入れは合計4回実施されました。1回
目は丸森町に10日間の滞在、2回目以降は東日本大震災
の影響もあり滞在期間は短縮されましたが、4回目には地
域住民宅に宿泊する民泊も実施されました。また、2010
年から2013年にかけて、RESCAP内で、耕野地区の農家
がザンビアへ短期専門家として派遣され、現地での農業
技術指導をおこないました。

ザンビアとの交流継続のために
RESCAP終了後、丸森町の関係者からザンビア訪問を望
む声が上がり、丸森町のまちづくり活動支援補助金も活
用し、ザンビアへの訪問が実現しました。せっかくできた
ザンビアとのつながりを続けていきたいという思いが地
域で共有され、JICA東北に相談した結果、草の根技術協
力事業に挑戦することになりました。草の根技術協力事業
への提案書作成は耕野振興会のメンバーだけでは難しか
ったため、ザンビアからの帰国隊員を緊急雇用促進事業と
して雇用し、草の根技術協力事業事業実施中も現地調整
員として活躍しました。

草の根技術協力事業で深まるザンビアとの絆
2016年から2019年にかけて実施された草の根技術協力
事業フェーズ1では、丸森町の在来技術を活用した農業技
術協力が行なわれました。合計5回の本邦研修で18名の
研修員が丸森町を訪問し農業研修を行ない、現地への短
期専門家派遣も耕野振興会の他、様々な人が派遣され、
自らが提供した技術が現地で役立つことを目の当たりに
し、やりがいを見いだしていきました。草の根技術協力事
業フェーズ2では、草の根技術協力事業のコーディネータ
ーとして募集された地域おこし協力隊に海外協力隊経験
者が配置され、本邦研修の受入れを耕野地区外に広げる
ことを意識してより多様な人を巻き込んでいきました。地
域での交流にも力を入れ、高校生が実施している農業体
験にザンビア研修員が参加したり、小学校との交流を実
施したりしました。

独自事業
これらのJICA事業の他に、地域独自でザンビアとの交流事
業を行なっています。例えば、高校生のザンビア訪問ツアー、
草の根技術協力事業に携わった日本人専門家による小学校
での講演会、ザンビアツアーの報告会やザンビア料理の試
食会を含んだザンビアフェスなどが実施されました。
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草の根技術協力事業協力隊派遣前訓練

地域住民の活力とアイデンティティ
ザンビアとの交流は、地域の人の中にあった「耕野には何も
ない」といった考えを「ザンビアの役に立つ農業技術があ
る」へと変えていき、自らのアイデンティティの見直しや生き
がいにも繋がっています。

地域住民の変化・次世代育成
ザンビアの課題解決に役立てたことで、その後の地域での
活動にも積極性が見られるようになりました。また国際交流
を通じて、学生の意識に大きな変化をもたらしました。

ザンビアとの交流の町・丸森としての知名度向上
関係人口の増加
丸森町は、自然環境に恵まれた水と緑の輝く町としてのみな
らず、ザンビアとの交流を進める町として知られるようになり、
駐日ザンビア大使の丸森訪問が実現し、オリンピックのホス
トタウンにも選ばれています。ザンビアからの帰国隊員が訪
れたり、地域おこし協力隊への志願者も多く集まるようにな
っています。さらには、ザンビアとの交流を通じて培われた
関係者との縁から、丸森町の新たな地域活性化につながる
活動が生まれるなど、新たな動きにもつながっています。

耕野振興会の存在： 住民自治による地域づくりを実践し
ていた耕野振興会が主体となり草の根技術協力事業に取り
組みました。

「よそ者」/Iターン移住者の活躍： 耕野地区は移住者
が多く、「よそ者」への許容度が高い状況でした。移住者の中
に国際協力に関心を持つ方がいたことが、草の根技術協力
事業の実施を後押しし、地域の関係者を繋いだことが相乗
効果を生みました。

地域との交流活動の実施： 本邦研修中に、積極的に地
域との交流活動を取り入れることで、地域にザンビアファン
を増やし、継続的な活動に繋がりました。

人と人をつなぐキーパーソンの存在： 海外協力隊経
験者の地域おこし協力隊が草の根技術協力事業のコーディ
ネーターとして参画し、町内の様々な関係者を巻き込みなが
ら草の根技術協力事業を実施しました。

町全体の取り組みへ発展： 当初の活動は耕野地区の
みに留まっていましたが、草の根技術協力事業フェーズ2で
は、他地区からの参加者も増え、丸森町内全体に活動が広が
りました。
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研修受入れや草の根技術協力事業で町が活性化

丸森町にザンビアとの国際協力がやってきた

草の根技術協力事業フェーズ1・2の実施

協力隊
経験者


